
○
給
食
・
給
水
班

飲
料
水
や
食
料
な
ど
の
配
分
や
炊

き
出
し
な
ど
を
行
う
。

○
衛
生
班

消
毒
活
動
を
行
い
、
ゴ
ミ
お
よ
び

し
尿
な
ど
の
処
理
を
行
う
。

地
域
を
守
る
自
主
防
災
会

　

自
主
防
災
会
は
、
地
域
の
人
た
ち
が

自
分
た
ち
の
町
を
守
る
た
め
、
日
ご
ろ

か
ら
話
し
合
い
や
訓
練
な
ど
を
行
い
、

防
災
活
動
を
効
果
的
に
行
う
た
め
の
組

織
で
す
。
こ
の
組
織
は
、
災
害
対
策
基

本
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
全
国
の
市
町

村
単
位
で
結
成
さ
れ
て
い
る
組
織
で
す
。

　

市
で
は
、
主
に
各
総
代
区
の
も
と
１

世
帯
１
人
が
会
員
と
な
り
、
現
在
184
隊

が
結
成
さ
れ
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
会
の
活
動

　

災
害
時
に
自
主
防
災
会
が
、
効
果
的

に
力
を
発
揮
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
一

人
ひ
と
り
の
普
段
か
ら
の
防
災
意
識
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
自
主
防
災

会
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
平
常
時
の
活
動

○
正
し
い
防
災
知
識
の
習
得
と
普
及

講
習
会
な
ど
を
開
催
し
て
正
し
い
防

災
知
識
を
身
に
つ
け
る
。

○
地
域
内
の
防
災
環
境
の
確
認

災
害
が
発
生
し
た
際
に
予
想
さ
れ

る
危
険
な
場
所
、
援
助
が
必
要
と
思

わ
れ
る
災
害
時
要
援
護
者
が
い
な
い

か
な
ど
の
確
認
調
査
を
行
う
。

○
各
家
庭
で
の
安
全
点
検

家
庭
ご
と
に
災
害
時
に
お
け
る
自

分
の
家
の
安
全
対
策
を
検
討
し
整

備
す
る
。

○
防
災
用
資
機
材
の
点
検
整
備

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
消
火
、
応

急
手
当
、
救
出
・
救
護
、
避
難
誘
導

の
活
動
資
機
材
の
点
検
整
備
を
す

る
。

○
地
域
防
災
訓
練
の
実
施

消
火
器
の
使
用
方
法
や
応
急
手
当

の
方
法
な
ど
、
防
災
活
動
に
必
要
な

知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
た
め
、
各

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
自
主

的
な
訓
練
を
実
施
す
る
。

■
災
害
時
の
活
動

　

自
主
防
災
会
で
は
、
非
常
時
に
活
動

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
各
隊
に

班
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

○
情
報
班

デ
マ
な
ど
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う

に
、
災
害
に
関
す
る
正
し
い
情
報

を
収
集
し
、
住
民
に
伝
達
す
る
。

○
消
火
班

地
域
か
ら
の
出
火
防
止
を
行
う
と

と
も
に
、
出
火
し
た
場
合
の
初
期

消
火
を
行
う
。

○
避
難
誘
導
班

地
域
内
に
危
険
が
迫
っ
た
と
き
、

住
民
の
避
難
誘
導
を
行
う
。

○
救
出
・
救
護
班

負
傷
者
や
災
害
時
要
援
護
者
の
救

出
・
救
護
や
救
護
所
ま
で
の
搬
送

を
行
う
。

住民によるみんなが
安心できる地域づくり
　　消防本部予防課　消防司令補　辺  見  智  幸
平成24年1月31日から3月1日までの約1カ月、宮城
県南三陸町に東三河災害支援隊として派遣され、町内
外併せて58カ所ある仮設住宅の維持管理業務に携わり
ました。
発災後、約10カ月が経過し、町には信号機が設置され、仮設のコンビ
ニや復興商店街などが建ち、少しずつではありますが復興の兆しが見えだ
してきました。仮設住宅も入居当初の慌ただしさはなくなり、随分落ち着
いてきたと聞きます。
そんな中、ある仮設住宅では自治会長が企画した応急手当や消火訓練を、
いつまた来るかわからない災害に備え、入居者みんなで真剣に行っている
仮設住宅がありました。被災後まだ1年もたたず、悲しみもすべて癒

い

えな
いうちに次の災害に備え訓練を行うその前向きさ、積極さに感動を覚えま
した。
皆さんの住む地域の自主防災会はどうでしょうか。明日来てもおかしく
ないと言われる東海地震に備え、積極的に訓練を行っていますか。自分の
命を守れるのは自分自身であり、その地域を守れるのは住民の方々です。
みんなが安心できる地域づくりを、まずは訓練に参加することから始めて
みましょう。
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